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四日市公害と環境未来館は、間も
なく開館 周年を迎えます。これを1
記念して、 月下旬には子どもから3
大人まで四日市公害や環境について
学べるイベントや記念講演などを開
催しますので、ぜひお越しください。
〜未来に向けて〜
開館以降、 万人を超える多くの5

人に来館していただいており、中に
は社会見学に来られた生徒が週末に

家族と再来館されるなど、うれしい
光景に巡り合うこともあります。こ
れからも、皆さんの声をお聞きしな
がら、何度も足を運びたいと思って
いただけるよう、よりよい展示解説
をしていきたいと考えています。
当館に展示されている資料はほん

の一部です。当館の開館に当たって
は、たくさんの資料を収集しました。
今後はそれらを整理して、来館者が
必要とする情報をすぐに提供できる
よう、整備をしていきます。
また、インターネットを通じて展

示や魅力を発信することで、遠くに
いても当館に興味を持っていただけ

るような機能を充実させたいとも考
えています。
公害の歴史を知っていただき、同

時に環境改善の歩みも知っていただ
くことで、未来に豊かな環境を引き
継ぐために自分たちに何ができるか
考えられる館づくりを続けます。

→ →

〜 月21日は開館 周年〜3 1

平成27年 月21日に開館した四日市公害と環境未来館の見どころや3
取り組みなどについてご紹介します。

→ →

昨年93歳で長寿を全うされた漫
画家の水木しげるさんは、生前「長
生きして幸せ」と話されていたそう
です。
水木さんにとって、好きな仕事を

続けられ、家族をはじめ自身を支え
る人がいてくれたことは大きな喜び
だったと思います。
こうした幸せを感じるには、高齢

になってからの日々の過ごし方や気
の持ちようだけでなく、若い時から
の心掛けや活動も大切です。
できるだけ長く元気でいられるよ

う、自身の病気の予防や体力増進の
習慣づけをしたり、家族や近隣の人
と互いに支え合える関係でいられる
ように、つながりづくりをしたりと、
今から始められることも多いのでは
ないでしょうか。
超高齢社会を迎えている中、本市

では、高齢者が「長生きして幸せ」
と言えるような社会を目指して介護
予防や生きがいの場づくりを進めて
います。

皆さんも毎日の生活を振り返って
みて、高齢になった時に充実した生
活を送れるよう、活動を始めてみま
せんか。

高齢者が、住み慣れた地域で自分らしく暮らし続けられるまちづくり
のための取り組みをご紹介します。

〜「長生きして幸せ」
と言えるように〜
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昨年 月の開館式の様子3


